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�．諸 言

メカブはワカメの胞子葉で，春から夏にか

けてワカメ葉状体の成熟期になると根の上の

部分に形成される１）。細かく切ったメカブに

水を加えて撹拌すると，メカブに含まれるア

ルギン酸などの水溶性食物繊維が溶出して特

有の粘りが形成される。山中らはこのメカブ

の粘り（以下，メカブ粘性物質とする）は調

製条件により粘度が大きく変化し，高温で調

製した粘性物質の粘度が高くなることや，食

塩を添加することにより粘性物質の粘度が低

下することを報告している２）。また，調製温

度に伴う粘性物質の粘度上昇はアルギン酸の

溶出量と相関することも明らかにしてい

る３）。

アルギン酸などの水溶性食物繊維の生理作

用には，その粘性が大きく関与していると考

えられている。粘性のある水溶性食物繊維を

摂取すると，消化管内容物の粘度が上昇し，

内容物の滞留時間が長くなったり，栄養素や

消化酵素の拡散が阻害されることによって，

食物繊維とともに摂取した栄養素の消化吸収

に影響を与えると考えられる４）。よってメカ

ブ粘性物質の粘度もその生理作用を左右し，

調製温度や調味料の添加といった調製条件に

よる粘度の違いが粘性物質の生理作用に影響

を与える可能性が考えられた。山中らはこれ

までに，調製温度の異なるメカブ粘性物質の

摂取がグルコースの吸収に与える影響につい

て検討を行い，グルコースとともにメカブ粘

性物質を摂取させたラットではグルコースの

みを摂取したラットに比べ血糖値の上昇が抑

制され，高温で調製した粘度の高いメカブ粘

性物質の方がその作用が強い傾向があること

を示した５）。また，メカブ粘性物質の摂取が

ラットの腸内発酵に与える影響を調べた結

果，粘性物質の摂取によって発酵速度が抑制

されることを明らかにしたが，調製温度によ

るメカブ粘性物質の粘度の違いはこの作用に

は影響を与えなかった６）。

これまでの実験はいずれも飼育期間が短い
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ことから，本研究では調製温度の異なるメカ

ブ粘性物質を長期摂取することによって，消

化管内の環境がどのように変化し，その環境

変化が消化管の形態ならびに機能に影響を及

ぼすのかを明らかにすることを目的とした。

１０℃で調製した粘度の低い粘性物質と，８０℃

で調製した粘度の高い粘性物質をラットに５

週間摂取させ，消化管内の環境変化として，

内容物の粘度を測定するとともに内容物のカ

サを内容物重量から調べた。消化管の形態の

指標としては消化管組織重量を測定し，機能

に及ぼす影響としては，タンパク質，脂質，

糖質のみかけの消化率，血中コレステロール

濃度を測定，さらに盲腸内容物中の短鎖脂肪

酸濃度から腸内発酵に及ぼす影響を調べた。

�．方 法

１．試 料

（１）メカブ粘性物質の調製

メカブは韓国産乾燥メカブ（太田油脂㈱よ

り購入）を使用した。５×１５mmに細断した

メカブ６０gに８０℃あるいは１０℃の水３００gを加

え，恒温水槽で試料の温度を８０℃あるいは

１０℃に各々保ちながら５分間浸漬した。１５０

rpmで５分間撹拌して粘性物質を調製した

後，これをニ重ガーゼでろ過し，ろ液を凍結

乾燥して粉末にしたものを実験に用いた（以

下，凍結乾燥後の粉末試料を各 １々０℃粘性物

質，８０℃粘性物質とする）。

２．動物実験

（１）飼料組成

飼料組成は AIN―９３G組成７）を対照飼料と

し，既報６）と同様に対照飼料における β―コー

ンスターチの１０％を１０℃あるいは８０℃粘性物

質に置き換えた飼料（以下，１０℃あるいは

８０℃粘性物質添加飼料とする）を試験飼料と

した（表１）。栄養素のみかけの消化率を求

める指標として非吸収性の Co―EDTAを用

い８），実験開始時よりいずれの飼料にも０．１５％

添加した。L―シスチン，重酒石酸コリン，

第三ブチルヒドロキノン，Co―EDTAは㈱同

対照飼料
粘性物質添加飼料

１０℃粘性物質添加飼料 ８０℃粘性物質添加飼料

β―コーンスターチ ３９．６ ２９．６ ２９．６
１０℃粘性物質＊１ ０．０ １０．０ ０．０
８０℃粘性物質＊２ ０．０ ０．０ １０．０
α―コーンスターチ １３．２ １３．２ １３．２
シュークロース １０．０ １０．０ １０．０
セルロースパウダー ５．０ ５．０ ５．０
カゼイン ２０．０ ２０．０ ２０．０
L―シスチン ０．３ ０．３ ０．３
大豆油 ７．０ ７．０ ７．０
AIN―９３G ミネラル混合 ３．５ ３．５ ３．５
AIN―９３ ビタミン混合 １．０ １．０ １．０
重酒石酸コリン ０．２５ ０．２５ ０．２５
第三ブチルヒドロキノン ０．００１４ ０．００１４ ０．００１４
Co―EDTA ０．１５ ０．１５ ０．１５

表１ 飼料組成 （g／１００g）

・＊１１０℃で調製したメカブ粘性物質を凍結乾燥し粉砕した粉末試料
・＊２８０℃で調製したメカブ粘性物質を凍結乾燥し粉砕した粉末試料
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仁化学研究所製を用い，その他はすべてオリ

エンタル酵母工業㈱製を用いた。

粘性物質の粘度の違いによる影響を明らか

にするため，いずれの飼料も２倍量の水を添

加しペースト状にしたものをラットに与え

た。水を添加した後の各飼料の粘度について，

TV―２０形粘度計（TVE―２０H東機産業㈱）を

用い回転数５rpm，３７℃におけるみかけの粘

度を測定したところ，対照飼料２１９０cP，１０℃

粘性物質添加飼料３６８０cP，８０℃粘性物質添加

飼料４３６３cPであった。

（２）実験動物および飼育条件

４週齢のWistar系雄ラット（日本チャー

ルス・リバー㈱）を用い，個別式ステンレス

ケージ内で，温度２４℃，湿度６０％，６：００～

１８：００を明期，１８：００～６：００を暗期として

飼育した。実験動物用固形飼料（マウス・ラッ

ト・ハムスター用MF，オリエンタル酵母工

業㈱）を４日間自由摂取させ，予備飼育を行っ

た。その後，各群の平均体重がほぼ一致する

よう３群（１群４匹）に分け，各群に対照飼

料，１０℃あるいは８０℃粘性物質添加飼料のい

ずれかを与え，それぞれ対照群，１０℃粘性物

質群，８０℃粘性物質群とし，５週間飼育し

た。飼料は水とともに自由摂取させ，明期か

ら暗期に移行する１８：００に交換した。

（３）測定項目および方法

１）体重ならびに飼料摂取量

体重は週１回，飼料摂取量は毎日，いずれ

も飼料交換時の１８：００に測定した。体重は飼

育開始時の体重と５週間の飼育終了時の体重

を，飼料摂取量は測定値を合計して５週間の

総摂取量を示した。

２）消化管内の環境変化

①内容物の粘度

実験最終日の２０：００に，各群のラットを

エーテル麻酔下で開腹し，胃，小腸，盲腸，

結腸を摘出した。内容物とともに各組織重量

を測定した後，胃，小腸，盲腸の内容物につ

いて TV―２０形粘度計（TVE―２０H東機産業㈱）

を用いて粘度を測定した。試料温度３７℃，回

転数２０rpmにおけるみかけの粘度を各消化管

内容物の粘度とした。

②内容物重量

胃，小腸，盲腸，結腸内に残った内容物を

生理食塩水で洗浄した。ろ紙で水分をふき取

り組織重量を測定し，内容物洗浄前後の重量

差を内容物重量とした。

３）消化管組織重量

２）②で測定した胃，小腸，盲腸，結腸の

組織重量体重比を消化管の形態変化の指標と

した。

４）消化管の機能

①栄養素の消化率

飼育終了前４日間に排泄された糞を採取

し，６０℃で２４時間通風乾燥した後，４２mesh

以下に粉砕して試料とした。糞ならびに飼料

を硝酸と過塩素酸で分解した後，原子吸光光

度計（AA―６５００㈱島津製作所）によりコバル

トを定量した。また，糞と飼料について常圧

加熱乾燥法（１１０℃）により水分，ケルダー

ル法により粗タンパク質，ソックスレー抽出

法により粗脂質，灼熱灰化法（５５０℃）によ

り粗灰分を定量し，差し引きにより糖質の量

を算出した。飼料と糞に含まれるタンパク質，

脂質，糖質の量をコバルトに対する比率で比

較し，みかけの消化率を算出した。

②血中コレステロール濃度

飼育最終日の２０：００に，絶食させずにラッ

ト尾静脈よりヘパリン処理した毛細管を用い

て採血を行い，遠心分離により血漿を得た。

血中総コレステロール，HDL―コレステロー

ル濃度を市販のキット（コレステロール E

テストワコー，HDL―コレステロール Eテス

トワコー，和光純薬工業㈱）を用いて測定し

た。
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③盲腸内容物中の短鎖脂肪酸濃度

短鎖脂肪酸測定用の盲腸内容物は採取後直

ちに冷凍保存した。測定時に解凍し，内容物

２００mgに対して水８００µlを加えて撹拌後，氷

冷下で一晩静置した。８０００×gで２０分間遠心

分離し，得られた上清２００µlと内部標準液

（０．１mMクロトン酸／１０mM水酸化ナトリ

ウム）２００µlを混合し，クロロホルム２００µl

を加え，８０００×gで２０分間遠心分離して脂溶

性物質を除去した。上清をメンブランフィル

ター（孔径０．４５µm）でろ過し，高速液体ク

ロマトグラフィーで酢酸，プロピオン酸，n―

酪酸の濃度を測定した。カラムは Develosil

ODS―HG―５（４．６mm i.d.×２５cm long，野村

化学㈱）を用い，逆相クロマトグラフィーに

より分離した。カラム温度は４５℃とし，移動

相は流速１．０ml／minで３mM過塩素酸１００％

から３mM過塩素酸５０％：メタノール５０％に

６０分間でグラジェントし，紫外検出器（波長

２２０nm）により検出した。標準物質として酢

酸，プロピオン酸，n―酪酸（いずれも和光純

薬工業㈱，特級）を用い，これらの混合溶液

を同条件で分析して作成した検量線より試料

中の各短鎖脂肪酸濃度を求めた。

一方，精秤した盲腸内容物を８０００×gで２０

分間遠心分離して上清を除去した後，１０５℃

で８時間乾燥して乾燥重量を測定した。湿重

量と乾燥重量の差から内容物の水分含量を算

出し，各短鎖脂肪酸の濃度を内容物の水分中

のモル濃度（mM）で示した。

５）統計処理

測定結果は１群４匹の平均値±標準偏差で

示した。各測定項目について分散分析を行い，

飼料の違いによる影響が有意な場合には

Tukeyの多重比較により３群間の差の検定を

行った。統計処理にはパソコンソフト「SPSS

１４．０ for Windows」を用い，危険率が０．０５以

下のとき有意であるとみなした。

�．結果および考察

１．体重ならびに飼料摂取量

ラットの体重ならびに飼料摂取量を表２に

示した。飼料の粘度の違いを要因とした一元

分散分析の結果，飼育開始時ならびに終了時

の体重，体重増加量，飼料摂取量のいずれに

おいても飼料の粘度の違いによる影響は有意

ではなかった。これより，メカブ粘性物質の

摂取，ならびに８０℃粘性物質と１０℃粘性物質

の粘度の違いは飼料摂取量や体重増加に影響

を与えないことが示された。

２．消化管内の環境変化

（１）内容物の粘度

消化管内の環境として，胃，小腸，盲腸内

容物の粘度を測定した結果を表３に示した。

消化管の部位と飼料の粘度の違いを要因とし

た二元分散分析の結果，いずれの要因の影響

も有意（p＜０．０１）であり交互作用（p＜０．０１）

も認められた。これより，メカブ粘性物質の

摂取は消化管内容物の粘度に影響を及ぼし，

その影響は消化管の部位によって異なること

が示された。

対照群 １０℃粘性物質群 ８０℃粘性物質群

飼育開始時体重（g） １０７±５ １０５±４ １０６±４
飼育終了時体重（g） ３０７±４２ ３０７±１６ ２９８±１０
体重増加量（g／５weeks） ２００±３８ ２０２±１５ １９２±１１
飼料摂取量（g／５weeks） ２，０４１±２５８ ２，０３０±１４６ ２，０５８±５５

表２ メカブ粘性物質の摂取がラットの体重ならびに飼料摂取量に与える影響

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
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メカブ粘性物質の摂取によって胃内容物の

粘度は高くなり，小腸内容物の粘度は低くな

る傾向がみられた。しかし各群間に有意差は

なく，粘性物質の摂取ならびに調製温度の違

いは胃と小腸内容物の粘度には影響しないと

考えられた。

盲腸内容物の粘度は，８０℃粘性物質群が

２０４３cPと最も高く，１０℃粘性物質群の６７１

cP，対照群の９８４cPとの間に有意差（p＜０．０５）

が認められた。これより，８０℃で調製した粘

度の高いメカブ粘性物質を摂取することによ

り，盲腸内容物の粘度が上昇することが明ら

かとなった。８０℃粘性物質の摂取によって胃

や小腸内容物の粘度は有意に変化せず，盲腸

内容物のみ粘度が高くなった原因として，胃

と小腸で栄養素が消化吸収された後，アルギ

ン酸などの難消化性成分が盲腸に達し，盲腸

内容物の粘度を上昇させたことが考えられ

た。

（２）内容物重量

消化管内の環境として，内容物のカサを調

べるために，胃，小腸，盲腸，結腸における

内容物重量を測定した結果を表４に示した。

消化管の部位と飼料の粘度の違いを要因とし

た二元分散分析の結果，消化管の部位の違い

による影響ならびに交互作用は有意（p＜

０．０５）であった。

小腸の内容物重量は対照群０．９０g，１０℃粘

性物質群１．２７g，８０℃粘性物質群１．５７gであ

り，盲腸の内容物重量は対照群０．８８g，１０℃

粘性物質群１．８２g，８０℃粘性物質群１．８６gで

あった。いずれも対照群と１０℃ならびに８０℃

粘性物質群との間には有意差（p＜０．０５）が

認められ，粘性物質の摂取によって内容物重

量が増加することが示された。しかし，１０℃

粘性物質群と８０℃粘性物質群の間には有意差

は認められず，粘性物質の粘度の違いによる

影響はみられなかった。

結腸の内容物重量も，対照群に比べて１０℃

粘性物質群と８０℃粘性物質群の値が高かった

が，有意差は認められなかった。

胃の内容物重量は，他の部位とは傾向が異

なり，８０℃粘性物質群が最も低い値を示し

た。また，各群におけるばらつきが大きかっ

た。これは解剖前に絶食を行っていないため，

解剖直前の飼料ならびに水分摂取量の個体差

が胃内容物重量に大きく影響したためと考え

られた。

以上の結果より，メカブ粘性物質の摂取に

よる消化管内の環境変化として，小腸と盲腸

においては内容物重量が増加すること，さら

に盲腸では８０℃で調製した粘度の高いメカブ

粘性物質の摂取により内容物の粘度が上昇す

ることが明らかとなった。

対照群 １０℃粘性物質群８０℃粘性物質群

胃 １０２±３４ａ １６５±５２ａ １５２±４３ａ

小腸 ５３７±３９９ａ １３６±５９ａ １９２±１０６ａ

盲腸 ９８４±２７０ｂ ６７１±１４８ｂ ２，０４８±３５３ａ

表３ メカブ粘性物質の摂取がラットの消化管
内容物の粘度に与える影響

（cP）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
・異なるアルファベットは各測定項目において３群
間に５％以下の危険率で有意差があることを示す。

対照群 １０℃粘性物質群８０℃粘性物質群

胃 ２．９４±０．９７ａ ３．１５±０．８１ａ ２．２１±０．８１ａ

小腸 ０．９０±０．０９ｂ １．２７±０．０９ａ １．５７±０．２８ａ

盲腸 ０．８８±０．０９ｂ １．８２±０．２８ａ １．８６±０．１２ａ

結腸 ０．３９±０．１７ａ ０．４６±０．１１ａ ０．４７±０．２２ａ

表４ メカブ粘性物質の摂取がラットの消化管
内容物重量に与える影響

（g）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
・異なるアルファベットは各測定項目において３群
間に５％以下の危険率で有意差があることを示す。
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３．消化管組織重量

消化管組織重量を測定した結果を表５に示

した。消化管の部位と飼料の粘度の違いを要

因とした二元分散分析の結果，いずれの要因

の影響も有意（p＜０．０１）であったが，交互

作用は認められなかった。

胃，小腸，盲腸，結腸のいずれにおいても，

粘性物質の摂取によって組織重量は増加する

傾向がみられた。特に盲腸における影響が顕

著であり，盲腸組織重量は１０℃粘性物質群で

は０．２７g，８０℃粘性物質群では０．３１gと対照

群の０．１６gに比べ有意（p＜０．０５）に増加し

た。結腸組織重量は対照群の０．２７gに対し，

１０℃粘性物質群では０．３３g，８０℃粘性物質群

では０．３５gとなり，８０℃粘性物質の摂取によ

り対照群に比べ有意（p＜０．０５）に増加した。

いずれの部位においても１０℃粘性物質群と

８０℃粘性物質群の組織重量の間に有意差は認

められず，調製温度に基づく粘性物質の粘度

の違いが組織重量に及ぼす影響はみられな

かった。

盲腸における組織重量の増加と盲腸内の環

境変化との関連を調べるため，盲腸組織重量

と盲腸内容物の粘度ならびに内容物重量との

相関を求めた。内容物重量との相関係数は

０．８９２で有意（p＜０．０１）な正の相関が認めら

れ，メカブ粘性物質の摂取による盲腸組織重

量の増加は，内容物重量の増加が要因となっ

ていることが示唆された。一方，盲腸組織重

量と内容物の粘度との相関係数は０．５０８と低

く，盲腸内容物の粘度上昇と組織重量の増加

との関連は小さいことが示された。

４．消化管の機能

（１）栄養素のみかけの消化率

タンパク質，脂質，糖質のみかけの消化率

を表６に示した。

タンパク質の消化率は対照群の９６．１％に対

し，１０℃粘性物質群では９４．３％，８０℃粘性物

質群では９３．３％と，粘性物質の摂取によって

低下し，対照群と８０℃粘性物質群には有意差

（p＜０．０５）が認められた。

糖質の消化率もタンパク質と同様に粘性物

質の摂取によって低下し，対照群の９４．０％，

１０℃粘性物質群の９２．４％，８０℃粘性物質群の

９１．５％の３群間に各々有意差（p＜０．０５）が

認められた。

対照群 １０℃粘性物質群 ８０℃粘性物質群

タンパク質 ９６．１±０．３ａ ９４．３±０．８ａｂ ９３．３±１．４ｂ

脂質 ９８．１±０．２ｂ ９８．６±０．３ａ ９８．５±０．２ａｂ

糖質 ９４．０±０．１ｃ ９２．４±０．３ｂ ９１．５±０．７ａ

表６ メカブ粘性物質の摂取が栄養素のみかけの消化率に与える影響

（％）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
・異なるアルファベットは各測定項目において３群間に５％以下の危険率で
有意差があることを示す。

対照群 １０℃粘性物質群８０℃粘性物質群

胃 ０．３７±０．０３ａ ０．４２±０．０２ａ ０．４２±０．０２ａ

小腸 １．４８±０．１３ａ １．５５±０．０６ａ １．６７±０．１５ａ

盲腸 ０．１６±０．０１ｂ ０．２７±０．０３ａ ０．３１±０．０７ａ

結腸 ０．２７±０．０２ｂ ０．３３±０．０２ａｂ ０．３５±０．０４ａ

表５ メカブ粘性物質の摂取がラットの消化管
組織重量に与える影響

（％）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
・異なるアルファベットは各測定項目において３群
間に５％以下の危険率で有意差があることを示す。
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脂質の消化率はタンパク質や糖質の消化率

に比べて高く，いずれの群も約９８％であった。

対照群の９８．１％と１０℃粘性物質群の９８．６％で

は有意差（p＜０．０１）が認められたが，消化

率の違いはわずかであり，粘性物質の摂取は

脂質の消化率に影響しないと考えられた。

メカブ粘性物質にはアルギン酸などの難消

化性多糖が含まれることから，粘性物質に由

来する糖質が糞中に排泄されることにより，

糖質の消化率が低くなったことが考えられ

た。そこで粘性物質中の糖質（１０℃粘性物質

１３．４％，８０℃粘性物質２５．８％）は，全量糞中

に排泄されると仮定し，飼料中ならびに糞中

の糖質含量から粘性物質由来の糖質量を差し

引いて消化率を算出すると，１０℃粘性物質群

では９４．４％，８０℃粘性物質群では９５．５％と対

照群の９４．０％とほぼ同じ値を示した。タンパ

ク質の消化率も同様に算出すると粘性物質群

と対照群との差はみられなかった。これより，

粘性物質の摂取によって糖質やタンパク質の

消化率の低下が認められたが，粘性物質自体

の消化率が低いことが原因と考えられ，メカ

ブ粘性物質の摂取は消化吸収機能には影響を

与えないと考えられた。

（２）血中コレステロール濃度

飼育終了時におけるラットの血中総コレス

テロール濃度ならびに HDL―コレステロール

濃度を測定した結果を表７に示した。飼料の

粘度の違いを要因とした一元分散分析の結

果，飼料の粘度は総コレステロール濃度なら

びに HDL―コレステロール濃度のいずれにも

有意な影響は及ぼさなかった。これより，メ

カブ粘性物質の摂取，ならびに８０℃粘性物質

と１０℃粘性物質の粘度の違いは血中コレステ

ロール濃度に影響を与えないことが示され

た。

（３）盲腸内容物中の短鎖脂肪酸濃度

メカブ粘性物質の摂取が腸内発酵に及ぼす

影響として，盲腸内容物中の短鎖脂肪酸濃度

を測定した結果を表８に示した。飼料の粘度

の違いを要因とした一元分散分析の結果，飼

料の粘度の違いが n―酪酸濃度に与える影響

対照群 １０℃粘性物質群 ８０℃粘性物質群

総コレステロール ７０．０±５ ７１．５±８ ７６．３±９
HDL―コレステロール ３９．８±９ ４１．７±４ ４２．８±７

表７ メカブ粘性物質の摂取がラットの血中コレステロール濃度に与える影響

（mg／dl）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。

対照群 １０℃粘性物質群 ８０℃粘性物質群

酢酸 １１０．９±２０ ８７．９±１８ ７８．８±８
プロピオン酸 １３．６±３ １２．９±４ １０．４±４
n―酪酸 １１．２±３．９ｂ ２２．９±１１．９ａｂ ３３．３±６．６ａ

合計 １３５．７±２２ １２３．７±２９ １２２．６±８

表８ メカブ粘性物質の摂取がラットの盲腸内容物中の短鎖脂肪酸濃度に与える影響

（mM）

・値は４匹のラットの平均値±標準偏差を示す。
・異なるアルファベットは各測定項目において３群間に５％以下の危険率で有意
差があることを示す。
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は有意（p＜０．０５）であったが，酢酸ならび

にプロピオン酸濃度に与える影響は有意では

なかった。

n―酪酸は粘性物質の摂取によって濃度が高

くなり，対照群の１１．２mMと８０℃粘性物質群

の３３．３mMには有意差（p＜０．０５）が認めら

れた。粘度の高い粘性物質の摂取により n―

酪酸濃度が高まることが示され，調製温度に

よるメカブ粘性物質の粘度の違いが腸内発酵

性に影響を与える可能性が示唆された。

n―酪酸濃度と盲腸内容物の粘度ならびに内

容物重量との相関を求めた結果，内容物粘度

との相関係数は０．５８２，内容物重量との相関

係数は０．５９３であった。いずれも有意（p＜

０．０５）な正の相関が認められ，内容物の粘度

上昇と重量増加という盲腸内の環境変化が

n―酪酸濃度の上昇に関与したことが示され

た。粘性物質を摂取することによる内容物重

量の増加は，発酵基質の増加をもたらし，さ

らに内容物の粘度上昇によって基質の滞留時

間が長くなった可能性が考えられた。

腸内発酵によって産生された n―酪酸は吸

収されて粘膜上皮細胞の増殖を促進するとの

報告９）があり，メカブ粘性物質の摂取に伴う

n―酪酸濃度の増加が粘膜組織重量を増加さ

せ，盲腸組織重量の増加に影響した可能性も

考えられた。

また，腸内発酵によって産生されるプロピ

オン酸は，肝臓でのコレステロール合成を阻

害し，血中コレステロール濃度を低下させる

との報告１０，１１）がある。メカブ粘性物質の摂取

によってプロピオン酸の産生量が増加しな

かったことが，血中コレステロール濃度に変

化がみられなかった要因のひとつと考えられ

た。

�．要約

調製温度の異なるメカブ粘性物質の摂取に

よる消化管内容物の粘度と内容物重量の変化

が，消化管の組織重量と機能に与える影響に

ついてラットを用いた動物実験により検討し

た。

（１）メカブ粘性物質の摂取により，小腸と

盲腸の内容物重量の増加，８０℃で調製した粘

度の高いメカブ粘性物質の摂取による盲腸内

容物の粘度上昇が認められた。

（２）粘性物質の摂取によって盲腸組織重量

が増加した。これは盲腸内容物の粘度上昇よ

りも内容物重量の増加が要因となっていると

考えられた。調製温度による粘性物質の粘度

の違いは組織重量に影響を及ぼさなかった。

（３）タンパク質，脂質，糖質のみかけの消

化率，血中コレステロール濃度には，メカブ

粘性物質の摂取ならびに調製温度の違いによ

る影響は認められなかった。

（４）８０℃粘性物質の摂取によって盲腸内容

物中の n―酪酸濃度は上昇し，調製温度によ

るメカブ粘性物質の粘度の違いが腸内発酵性

に影響を与える可能性が示唆された。
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